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災
害
時
に
、
命
を
つ
な

　
　

ぐ
貴
重
な
栄
養
源
で
あ
る
液
体
ミ
ル

ク
を
備
蓄
品
目
に
し
て
は
ど
う
か
。

　

現
在
、
液
体
ミ
ル

　
　

ク
や
粉
ミ
ル
ク
は
備
蓄
し
て
い
な
い
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
液
体
ミ
ル
ク
に
つ

い
て
は
、
消
費
者
庁
か
ら
特
別
用
途
食
品

の
許
可
を
得
た
製
品
が
販
売
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
、
ま
た
、
粉
ミ
ル
ク
に
つ
い
て
は
、

保
存
期
間
が
短
く
、
長
期
保
存
に
は
適
さ

な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
乳
幼
児
向
け
液
体
ミ

ル
ク
の
国
内
製
造
、
販
売
を
解
禁
す
る

「
乳
及
び
乳
製
品
の
成
分
規
格
等
に
関
す

る
省
令
」
が
今
年
８
月
に
改
正
さ
れ
た
。

　

災
害
時
の
救
援
物
資
と
し
て
も
注
目
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
と
し
て
も
長

期
保
存
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
備
蓄
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

　

健
康
被
害
か
ら
子
供
を

　
　

守
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
避
難
所

と
な
る
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
の
設
置
は
、

喫
緊
の
課
題
で
は
な
い
か
。

　

市
内
小
中
学
校
の
空
調
設
備

　
　

は
、
普
通
教
室
を
対
象
に
、
国
の
補

助
金
を
活
用
し
、
平
成
25
年
度
か
ら
平
成

26
年
度
に
か
け
て
設
置
し
た
。

　

学
校
体
育
館
は
、
天
井
が
高
く
、
大
空

間
を
有
し
て
い
る
た
め
、
施
設
ご
と
に
効

果
的
な
設
置
方
式
の
検
討
が
求
め
ら
れ
、

設
置
費
用
も
高
額
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
空
調
効
率
を
上
げ
る
た
め

の
断
熱
化
や
使
用
時
の
光
熱
水
費
等
の
経

費
増
大
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
学
校
体
育
館
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
国
の
補
助
事
業
を
踏
ま

え
つ
つ
、
様
々
な
観
点
か
ら
引
き
続
き
調

査
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

　

総
合
運
動
公
園
の
利
用

　
　

者
や
観
覧
者
等
が
会
場
に
集
う
際
、

他
市
・
他
県
か
ら
初
め
て
来
ら
れ
る
方
や
、

通
り
す
が
り
の
方
々
に
も
一
目
で
分
か
る

よ
う
な
利
用
掲
示
板
を
、
各
種
大
会
や
イ

ベ
ン
ト
開
催
時
に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　

現
在
、
整
備
中
で
あ
る

　
　

北
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
来
場
者

に
各
種
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
を
案
内
す
る
た

め
の
利
用
掲
示
板
と
、
施
設
案
内
板
を
今

年
度
中
に
設
置
し
て
い
く
。

　

南
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
利

用
掲
示
板
や
施
設
の
案
内
板
を
設
置
し
、

利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

　

不
法
投
棄
対
策
を
実
施

　
　

し
て
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た

の
か
。
ま
た
、
不
法
投
棄
多
発
地
に
再
発

防
止
策
と
し
て
、
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
を

し
て
は
ど
う
か
。

　

本
市
で
は
、
不
法

　
　

投
棄
対
策
と
し
て
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー

ル
、
立
て
看
板
の
設
置
や
啓
発
活
動
、
不

法
投
棄
物
の
特
定
調
査
に
よ
る
再
発
防
止

の
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

10
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
る
不
法
投
棄
の
状

況
は
、
平
成
28
年
度
は
１
８
４
件
で
、
５

３
６
５
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
平
成
29
年
度
は
１

６
４
件
で
、
５
２
７
７
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
な

っ
て
お
り
、
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
個

人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
慎
重
に
行
う
べ

き
で
あ
り
、
不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
投
棄

者
が
判
明
し
に
く
い
事
例
が
多
く
、
後
を

絶
た
な
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
不
法
投
棄

の
再
発
防
止
や
注
意
喚
起
、
警
告
な
ど
に

よ
る
抑
止
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

導
入
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

荒川洋子 議員

災
害
時
に
、
命 荒川を
つ
な

ミ
ル

　

健
康
被
害
か
ら
子

〔一括質問〕

藤田勝美 議員

つ
い

　

総
合
運
動
公
園
の

藤田

　

不
法
投
棄
対
策
を

〔一括質問〕

の
許
可
を

い
こ
と
、

保
存
期
間

な
い
こ
と

　

こ
の
よ

理
由
理
由

は
、
は
、

可
を
可
を

そ
の
理
由

い
て
は
、

の
許
可
を

ク
や
ク
や

理
由
理
由

　
　

ク
や

理
由

　
　

ぐ
貴

ク
を
備
蓄
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芳
賀
赤
十
字
病
院
の
移

　
　

転
に
合
わ
せ
、
同
病
院
内
に
市
で
設

置
す
る
急
患
診
療
所
の
概
要
及
び
市
民
へ

の
周
知
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

　

建
物
は
、
総
工
事
費
は
約
１

　
　

億
６
０
０
万
円
で
、
診
察
室
は
３
部

屋
あ
り
、
処
置
室
に
は
ベ
ッ
ド
３
床
と
点

滴
用
チ
ェ
ア
ー
を
１
台
設
置
す
る
。
診
療

は
引
き
続
き
、
芳
賀
郡
市
医
師
会
に
委
託

し
、
小
児
科
と
内
科
が
あ
り
、
診
療
時
間

は
、
平
日
の
夜
間
が
午
後
６
時
30
分
か
ら

９
時
30
分
ま
で
、
休
日
の
昼
間
は
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
休
日
の
夜
間
は

午
後
６
時
か
ら
９
時
ま
で
に
な
る
。
駐
車

場
は
、
芳
賀
赤
十
字
病
院
の
駐
車
場
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
。
市
民
へ
の
周
知
方
法

は
、
チ
ラ
シ
の
全
戸
及
び
公
共
施
設
等
へ

の
配
布
、
市
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
な
ど
で
広
く
周
知
す
る
。

　

文
部
科
学
省
が
適
正
規

　
　

模
と
す
る
基
準
は
、
12
か
ら
18
学
級

と
な
っ
て
い
る
が
、
学
校
基
本
調
査
に
よ

る
と
平
成
29
年
全
国
１
万
９
５
３
８
校
あ

る
公
立
小
学
校
の
44
％
に
当
た
る
８
６
０

６
校
が
、
公
立
中
学
校
の
51
・
５
％
に
当

た
る
４
８
０
６
校
が
適
正
規
模
に
満
た
な

い
学
級
で
あ
る
。
真
岡
市
の
現
状
に
つ
い

て
伺
う
。

　

学
校
規
模
の
標
準
は
、
学  

　
　

級
数
に
よ
り
設
定
さ
れ
て
お
り
、
学

校
教
育
法
施
行
規
則
に
お
い
て
、
「
12
学

級
以
上
18
学
級
以
下
を
標
準
と
す
る
。
た

だ
し
、
地
域
の
実
態
そ
の
他
に
よ
り
特

別
の
事
情
の
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
市
の
現
状
は
、
学
校
規
模
の
標
準
に

適
合
し
て
い
る
の
は
、
小
学
校
は
14
校
中

４
校
、
中
学
校
は
９
校
中
１
校
で
あ
る
。

　
　

　

「
真
岡
市
中
小
企
業

　
　

・
小
規
模
企
業
の
振
興
に
関
す
る
条

例
」
が
施
行
さ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
周

知
し
、
ど
の
よ
う
な
新
た
な
取
組
が
あ
っ

た
の
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
な
計
画

を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

　

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
へ

　
　

の
周
知
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
、
さ
ら
に
商
工
会
議
所

な
ど
中
小
企
業
支
援
団
体
の
広
報
誌
や
企

業
が
参
集
す
る
会
議
等
を
利
用
し
周
知
に

努
め
た
。
新
た
な
取
組
は
、
地
場
中
小
企

業
の
人
材
確
保
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
の

「
真
岡
市
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
業
定
住
補
助

金
」
な
ど
を
新
設
し
、
今
後
は
、
来
年
度

に
お
い
て
、
本
条
例
の
基
本
理
念
に
基
づ

い
た
「
（
仮
称
）
真
岡
市
中
小
企
業
・
小

規
模
企
業
振
興
計
画
」
の
策
定
を
予
定
し

て
い
る
。

　

民
間
の
バ
ス
会
社
と

　
　

提
携
し
、
市
外
地
外
の
エ
リ
ア
を
通

る
路
線
を
運
行
で
き
な
い
か
。
真
岡
市
の

環
状
線
を
明
確
に
し
、
市
街
地
の
外
側
の

各
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
と
、
市

内
の
端
か
ら
端
や
市
街
地
に
移
動
し
や
す

く
す
る
構
想
を
設
計
で
き
な
い
か
。

　

平
成
31
年
３
月
か
ら
新
た
な

　
　

ル
ー
ト
に
よ
る
「
い
ち
ご
バ
ス
」
の

運
行
が
開
始
さ
れ
、
民
間
路
線
バ
ス
の
ル

ー
ト
に
も
乗
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

民
間
路
線
バ
ス
や
真
岡
鐵
道
と
の
連
携
強

化
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

狭
あ
い
な
区
間
や
新
た
な
道

路
を
必
要
と
し
て
い
る
区
間
が
あ
る
な
ど
、

連
続
し
た
幹
線
道
路
が
確
保
で
き
な
い
状

況
の
た
め
、
現
時
点
で
は
環
状
線
の
構
想

や
位
置
づ
け
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

鶴見和弘 議員

　

芳
賀
赤
十
字
病
院

鶴見

の
移
の
移

で
設

民
へ

の
掲
載
な
ど
で
広
く
周
知
す
る

　

文
部
科
学
省
が
適

〔一括質問〕

日下田喜義 議員

ジ
へ

　
　

　

「
真
岡
市
中 日下
小
企
業

る
条

に
周

あ
っ

　

民
間
の
バ
ス

〔一括質問〕

…全ての項目について一括して質問・答弁をする方式

…項目ごとに質問・答弁を繰り返す方式
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コ
ッ
ト
べ
リ
ー
号
の
市

　
　

内
の
全
地
域
運
行
計
画
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
い
ち
ご
タ
ク
シ
ー
の
利
用
状
況
及

び
利
用
者
増
へ
の
対
応
を
伺
う
。

　

平
成
31
年
３
月
か
ら
運
行
す

　
　

る
「
い
ち
ご
バ
ス
」
の
運
行
エ
リ
ア

の
み
な
ら
ず
、
市
内
全
体
の
公
共
交
通
の

あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
進
め
、

33
年
度
を
初
年
度
と
す
る
次
期
計
画
で
、

利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
施
策
や
事
業
を

掲
げ
て
い
く
。
い
ち
ご
タ
ク
シ
ー
の
一
日

当
た
り
の
利
用
状
況
は
、
27
年
度
が
73
・

９
人
、
28
年
度
が
73
・
２
人
、
29
年
度
が

73
・
７
人
で
あ
る
。
利
用
者
増
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
ご
意
見
等
を
伺

う
と
と
も
に
、
利
用
状
況
や
空
き
時
間
帯

の
周
知
等
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
次
期

計
画
に
お
い
て
、
運
行
内
容
な
ど
の
対
応

策
を
示
し
て
い
け
る
よ
う
検
討
す
る
。

　

栃
木
県
は
大
麦
の
生
産

　
　

日
本
一
で
、
ビ
ー
ル
大
麦
は
生
活
習

慣
病
改
善
に
注
目
さ
れ
て
い
る
健
康
食
品

で
あ
る
の
で
、
そ
の
加
工
品
を
学
校
給
食

の
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
て
は
い
か
が
か
。

ま
た
、
学
校
給
食
の
食
材
の
中
で
、
麦
を

使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
の
か
。

　

ビ
ー
ル
大
麦
の
加
工
品

　
　

に
つ
い
て
は
、
大
半
が
ビ
ー
ル
や
麦

焼
酎
で
あ
る
。
そ
の
他
う
ど
ん
な
ど
の
加

工
品
が
あ
る
が
、
学
校
給
食
に
取
り
入
れ

ら
れ
る
よ
う
な
大
量
生
産
が
な
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
現
時
点
に
お
い
て
は
非
常
に

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

麦
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
、

真
岡
市
産
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
を
使
用
し
た

麦
ご
は
ん
や
栃
木
県
産
の
小
麦
「
ゆ
め
か

お
り
」
を
使
用
し
た
パ
ン
等
を
提
供
し
て

い
る
。

　

四
つ
の
小
学
校
が
今
年

　
　

度
か
ら
廃
止
に
な
っ
た
が
、
樹
木
の

手
入
れ
、
校
庭
な
ど
の
除
草
が
な
さ
れ
て

い
な
い
。
今
後
の
管
理
は
、
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
の
か
。

　

廃
校
と
な
っ
た
小
学
校

　
　

４
校
に
つ
い
て
は
、
草
刈
り
な
ど
の

除
草
作
業
を
、
こ
れ
ま
で
１
回
又
は
２
回
、

状
況
に
応
じ
て
実
施
し
た
ほ
か
、
利
用
し

て
い
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
地
元

自
治
会
や
定
例
使
用
団
体
の
皆
様
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
除
草
作
業
を
適
宜
、
進
め

て
き
た
。
樹
木
に
つ
い
て
は
、
敷
地
外
に

張
り
出
し
、
交
通
等
に
支
障
の
あ
る
枝
の

剪
定
作
業
を
随
時
、
実
施
し
て
い
る
。　

　

今
後
は
、
引
き
続
き
廃
校
敷
地
の
適
正

な
維
持
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
廃
校

の
利
活
用
方
法
を
検
討
す
る
中
で
も
、
敷

地
の
良
好
な
管
理
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険

　
　

者
の
子
ど
も
に
課
税
す
る
均
等
割
の

廃
止
を
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
求

め
る
。

　
　

　

国
民
健
康
保
険
は
、
医
療
費

　
　

の
増
加
、
加
入
者
の
減
少
な
ど
に
よ

り
、
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く
と
見
込
ま

れ
、
子
ど
も
の
均
等
割
を
廃
止
し
た
場
合
、

低
所
得
世
帯
を
含
め
他
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者
に
新
た
な
負
担
が
生
じ
る
。
ま
た
、

子
育
て
支
援
の
た
め
の
軽
減
措
置
を
創
設

す
る
よ
う
、
全
国
知
事
会
及
び
市
長
会
か

ら
、
国
に
対
し
て
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
国
保
加
入
者
の
子
ど
も
に
対

す
る
均
等
割
廃
止
の
予
定
は
な
い
が
、
本

市
で
は
、
子
育
て
世
帯
の
支
援
の
た
め
、

出
産
準
備
手
当
の
支
給
や
子
ど
も
医
療
費

の
助
成
、
子
育
て
支
援
施
設
の
整
備
な
ど

を
重
点
施
策
と
し
て
推
進
し
て
い
く
。

服部正一郎 議員

　

コ
ッ
ト
べ
リ
ー
号 服部部
の
市

の
か
。

況
及

　

栃
木
県
は
大
麦
の

飯塚　正 議員

対
応

　

四
つ
の
小
学
校
が 飯塚
今
年

木
の

れ
て

　

国
民
健
康
保
険
被

〔一括質問〕

〔一括質問〕
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池
上
議
員　

過
去
５
年
間
の
市
営
墓

　
　

地
の
応
募
状
況
を
伺
う
。
ま
た
、
今

後
の
市
営
墓
地
区
画
数
の
需
要
を
ど
の
よ

う
に
見
込
ん
で
い
る
の
か
。
さ
ら
に
、
共

同
墓
地
の
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
市
民
生
活
部
長　

過
去
５
年
間
の
市

　
　

営
墓
地
の
応
募
状
況
は
、
平
成
26
年

度
か
ら
29
年
度
ま
で
に
つ
い
て
は
、
長
田

霊
園
の
第
２
期
造
成
分
で
１
１
１
件
の
申

込
み
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
熊
倉
墓
地
と
長

田
霊
園
第
１
期
造
成
分
で
抽
選
を
伴
う
公

募
を
行
い
、
28
人
の
申
込
み
が
あ
り
、
倍

率
は
２
・
８
倍
で
あ
っ
た
。

　

今
後
の
区
画
数
の
需
要
の
見
込
み
に
つ

い
て
は
、
年
間
20
件
と
推
計
し
て
い
る
。

　

共
同
墓
地
に
つ
い
て
は
、
承
継
者
の
い

な
い
方
が
出
て
く
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

た
め
、
合
葬
式
墓
地
な
ど
の
設
置
も
含
め
、

調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
池
上
議
員　

産
後
う
つ
病
が
ク
ロ
ー

　
　

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
中
で
、
先
進

地
の
取
組
等
を
早
急
に
導
入
す
る
考
え
は

な
い
の
か
。

　
　
市
長　

産
後
ケ
ア
と
は
、
保
健
師
、

　
　

助
産
師
等
の
専
門
職
が
、
出
産
直
後

か
ら
生
後
４
か
月
頃
ま
で
の
時
期
に
、
母

親
へ
の
身
体
的
、
心
理
的
な
支
援
や
授
乳

指
導
な
ど
の
育
児
支
援
を
、
訪
問
型
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
型
、
宿
泊
型
の
方
法
で
実
施

す
る
事
業
で
あ
る
。

　

本
市
で
は
、
課
題
で
あ
る
宿
泊
型
の
産

後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
、
受
入
れ
可
能
な

医
療
機
関
が
少
な
い
等
の
理
由
か
ら
、
現

時
点
で
は
導
入
し
て
い
な
い
が
、
産
後
う

つ
病
の
予
防
支
援
と
し
て
も
重
要
で
あ
る

た
め
、
先
進
自
治
体
か
ら
情
報
を
得
な
が

ら
、
関
係
医
療
機
関
と
調
整
を
図
り
、
来

年
度
か
ら
導
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
渡
邉
議
員　

畑
の
集
積
・
集
約
化
を

　
　

進
め
る
中
、
農
地
の
境
界
を
示
す
杭

や
空
木
を
取
り
除
け
る
よ
う
市
等
に
仲
介

し
て
も
ら
い
、
復
元
す
る
場
合
は
助
成
で

き
な
い
の
か
。

　
　
農
業
委
員
会
事
務
局
長　

境
界
杭
の

　
　

撤
去
の
仲
介
や
復
元
費
用
の
助
成
に

つ
い
て
は
、
本
市
農
業
委
員
会
で
は
、
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
中
心
に
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
担
い
手
の
農
地

利
用
効
率
化
の
た
め
の
集
積
・
集
約
化
を

進
め
て
い
る
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
本
市
に
お
い
て
は
、
境

界
杭
や
空
木
に
関
す
る
担
い
手
か
ら
の
要

望
等
な
な
い
が
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用

の
集
積
・
集
約
化
推
進
を
行
う
た
め
、
関

係
各
課
と
農
業
委
員
会
が
連
携
し
た
う
え

で
、
状
況
の
把
握
と
制
度
の
調
査
・
研
究

に
努
め
て
い
く
。

　
　

渡
邉
議
員　

浸
水
想
定
区
域
住
民
の

　
　

大
雨
時
の
避
難
行
動
に
対
す
る
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
市
民
生
活
部
長　

鬼
怒
川
、
五
行
川
、

　
　

小
貝
川
で
は
、
防
災
行
動
計
画
が
整

備
さ
れ
、
県
な
ど
と
連
携
し
対
応
し
て
い

る
。
浸
水
時
の
避
難
所
に
つ
い
て
は
、
当

該
地
域
に
近
く
浸
水
の
可
能
性
が
な
い
避

難
所
を
開
設
す
る
。
住
民
の
避
難
に
つ
い

て
は
、
浸
水
発
生
前
に
避
難
準
備
情
報
や

避
難
指
示
を
発
令
す
る
。
避
難
の
お
知
ら

せ
に
つ
い
て
は
、
防
災
無
線
な
ど
の
周
知
、

消
防
団
に
よ
る
広
報
、
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
開
局

に
よ
る
防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及
促
進
な
ど
、

様
々
な
伝
達
手
段
を
構
築
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
市
に
は
住
民

個
々
の
大
雨
時
の
避
難
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
な
い
が
、
先
進
自
治
体
の
状
況
な
ど
を

調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

池上正美 議員

市
営
墓
地
の
現
状
と
今
後
は

産
後
う
つ
病
に
対
す
る

先
進
地
の
取
組
等
の
導
入
は

問答

渡邉　隆 議員

農

地

の

杭

問

題

は

大
雨
時
の

　

避
難
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

問答

問答

問答

真岡市長田霊園

農地の境界杭

〔一括質問〕

〔一問一答〕


